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高
知
高
専
の
今
井
一
雅
教
授
ら
は
、
木
星
か
ら
発
せ
ら
れ
る
電
波
の
観
測
を
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
お
り
、
十

年
ほ
ど
前
か
ら
旧
吾
川
村
内
の
興
味
を
持
つ
人
た
ち
と
と
も
に
吾
川
ス
カ
イ
パ
ー
ク
な
ど
で
電
波
受
信
の
テ
ス

ト
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
下
名
野
川
が
、
地
形
的
に
も
好
条
件
を
そ
ろ
え
て
い
る
こ
と
か
ら
「
し
も
な

の
郷
」
に
観
測
所
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
井
教
授
は
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
（
ア
メ
リ
カ
航
空
宇
宙
局
）
で
共
同
研
究
を
し
て
お
り
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
木
星
電
波
観
測

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
テ
ィ
ー
マ
ン
博
士
に
も
高
知
県
の
状
況
、
特
に
旧
吾
川

村
で
の
活
動
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
た
び
博
士
が
仁
淀
川
町
を
訪
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

国内初

木
星
や
太
陽
な
ど
、
地
球
外
か

ら
到
達
す
る
電
波
を
受
信
し
、
解

析
す
る
こ
と
で
惑
星
の
構
造
や
宇

宙
の
仕
組
み
を
解
明
し
よ
う
と
い

う
壮
大
な
科
学
研
究
が
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ

で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
は
世
界
各
地
に
電
波

観
測
網
を
構
築
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
常

時
デ
ー
タ
を
監
視
（
入
手
）
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
高
校
生
な
ど

へ
の
教
育
利
用
の
目
的
も
あ
り
ま

す
。観

測
施
設
は
、
極
微
弱
な
電
波

を
受
信
す
る
の
で
、
自
動
車
や
工

場
、
家
庭
な
ど
か
ら
発
す
る
雑
電

波
が
少
な
い
と
こ
ろ
が
理
想
的

で
、「
し
も
な
の
郷
」
付
近
は
こ

受
信
設
備
を
調
整
す
る
テ
ィ
ー
マ

ン
博
士
（
左
）
と
今
井
教
授

の
条
件
を
満
た
し
て
い
ま
す
。
地

形
も
、
東
西
に
Ｖ
字
型
の
渓
谷
を

な
し
て
い
ま
す
が
、
惑
星
が
通
過

し
て
い
く
上
空
は
ち
ょ
う
ど
開
け

て
お
り
、
南
側
と
北
側
の
高
い
山

は
町
の
雑
音
を
ブ
ロ
ッ
ク
し
て
く中西会長に認定プレートが

れ
ま
す
。

ま
た
平
成
十
六
年
度
に
県
の
補

助
事
業
で
導
入
し
た
高
速
通
信
網

も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
絶
好
の
条

件
で
あ
る
た
め
、
受
信
設
備
を
置

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
観
測
デ
ー
タ
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
配
信
し
て
い
る
観
測
施

設
は
世
界
各
地
で
十
数
カ
所
あ
り

ま
す
が
、
国
内
で
は
「
し
も
な
の

郷
観
測
所
」
が
初
め
て
の
施
設
と

な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
高
責
任

者
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
テ
ィ
ー
マ
ン

博
士
が
同
施
設
を
訪
れ
ま
し
た
。

博
士
は
一
月
十
九
日
午
後
と
二

十
一
日
午
後
の
二
度
に
わ
た
っ
て

機
器
の
調
整
を
行
う
と
と
も
に
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
観
測
所
の

認
定
プ
レ
ー
ト
を
、
し
も
な
の
郷

運
営
委
員
会
の
中
西
二
三
会
長
に

手
渡
し
ま
し
た
。

吾
川
中
学
校
で
講
演

一
月
十
九
日
、
テ
ィ
ー
マ
ン
博

士
は
吾
川
中
学
校
で
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

三
年
生
の
選
択
授
業
と
し
て
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
室
に
三
年
生
十
六
人

が
集
合
し
、
高
知
高
専
今
井
教
授

に
よ
る
通
訳
を
介
し
て
勉
強
し
ま

し
た
。

博
士
は
、
持
参
し
た
分
か
り
や

す
い
動
画
な
ど
の
映
像
資
料
を
使

い
、
太
陽
活
動
と
そ
れ
が
惑
星
に

与
え
る
影
響
や
、
木
星
と
そ
の
衛

星
イ
オ
が
関
係
し
て
発
生
す
る
磁

場
の
変
化
な
ど
に
つ
い
て
分
か
り

や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
博
士
は
「
惑
星
や
宇
宙
に

関
す
る
デ
ー
タ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
っ
て
簡
単
に
利
用
で
き
る

の
で
、
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
活
用

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

テ
ィ
ー
マ
ン
博
士
が�

し
も
な
の
郷
を
訪
問�

吾
川
中
で
の
講
演
の
様
子
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当選

当選

当選

当選

岡田　良成

福原　克彦

藤原　陽三

西森　常晴

井上　輝美
片岡　喜昌
片岡　憲夫
片岡　政頼

497  票

438 

337

326

181
180.340
175.330
174.328

当日有権者数 2,697人
投票者数 2,321人
有効 2,309票
無効 12票
不受理 0票
投票率 86.06%

当選

当選

当選

当選

橋本　眞一

大原　儀郎

片岡　政徳

野村　安夫

上尾勝日己
小笠原一夫
奥田　英雄
伊藤　武徳
竹村　雄幸

312  票

288

204

202

166
152
125
122
95

当日有権者数 1,999人
投票者数 1,680人
有効 1,666票
無効 13票
不受理 1票
投票率 84.04%

当選

当選

当選

当選

西森　久雄

坂本　伝一

若藤　敏久

農本　規仁

田村　大陸
大野　直孝
竹内　順一
西森　善光

328.351票

256

227

227

212
198
166
157.648

当日有権者数 2,060人
投票者数 1,790人
有効 1,772票
無効 18票
不受理 0票
投票率 86.89%

一
月
二
十
二
日
、
任
期
満
了
に
伴
う
町
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
が
、
町

内
三
十
九
カ
所
で
一
斉
に
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
新
議
員
十
二
人

の
顔
触
れ
が
決
ま
り
ま
し
た
。

町
議
会
議
員
決
ま
る

一
月
二
十
二
日
投
・
開
票

町 議 会 議 員 選 挙 開 票 結 果
〈吾川選挙区〉 〈池川選挙区〉 〈仁淀選挙区〉

２月８日に町臨時議会が開かれ、議長に橋本眞一
氏、副議長に西森常晴氏が選出されました。
また各常任委員会、議会運営委員会、特別委員会

の委員の選任なども行われました。

橋本眞一
西森常晴
農本規仁
福原克彦
西森久雄
大原儀郎
野村安夫
藤原陽三
坂本伝一
若藤敏久
岡田良成
片岡政徳

○

○
副委員長

○

○

委員長

○

副委員長

○

○

委員長
○

○

委員長
副委員長
○
○
○

委員長
副委員長
○

○

○

○

副委員長

委員長

○
○

総
務
教
育
民
生

常
任
委
員
会

産
業
建
設

常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
だ
よ
り

特
別
委
員
会

国
道
439
号
改
良
促
進

特
別
委
員
会

＝改選後初の議会＝

議長に橋本氏選出

町議会各常任委員会・特別委員会の委員構成

一
月
十
八
日
に
日
比
谷
公
会
堂

で
、常
陸
宮
ご
夫
妻
ご
臨
席
の
下
、

第
四
十
六
回
交
通
安
全
国
民
運
動

中
央
大
会
が
開
催
さ
れ
、
大
野
直

猪
さ
ん
（
森
引
地
・
八
十
六
歳
）

が
交
通
栄
誉
章

「
緑
十
字
金
章
」

を
受
章
し
ま
し

た
。こ

れ
は
多
年

に
わ
た
り
、
自

動
車
の
運
転
を
通
じ
、
交
通
事
故

の
防
止
と
交
通
秩
序
の
確
立
に
抜

群
の
功
績
が
あ
っ
た
優
良
運
転
者

（
全
国
で
七
十
人
）
と
し
て
最
高

の
栄
誉
で
、
警
察
庁
長
官
と
全
国

交
通
安
全
協
会
長
の
連
名
で
表
彰

さ
れ
た
も
の
で
す
。

大
野
さ
ん
は
昭
和
二
十
七
年
に

免
許
を
取
得
し
て
以
来
、
半
世
紀

以
上
無
事
故
無
違
反
、
今
も
現
役

の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
模
範
と
な

る
安
全
運
転
を
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
昭
和
五
十
二
年
か
ら
交

通
指
導
員
を
十
二
年
間
（
う
ち
交

通
安
全
協
会
佐
川
支
部
理
事
を
十

年
間
）
務
め
ら
れ
、
地
域
の
交
通

安
全
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

大
野
直
猪
さ
ん

交
通
栄
誉
章
受
章

大
野
直
猪
・
鶴
子
さ
ん
御
夫
妻
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整
　
　
列

尾
崎
あ
か
り
さ
ん
が
宣
誓

仁
淀
川
町
消
防
団
の
出
初
め
式
が
一
月
二
十
九
日
、
藤
�

富
士
登
町
長
や
大
勢
の
来
賓
を
迎
え
、
仁
淀
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
藤
原
清
一
団
長
以
下
約
二
百
五
十
人
の
団
員
が

参
加
し
、
最
初
に
退
職
団
員
に
対
し
永
年
の
功
労
を
た
た
え

表
彰
状
お
よ
び
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
新
入
団
員
六
人
に
辞
令
の
交
付
が
行
わ
れ
、
仁
淀

川
町
消
防
団
初
の
女
性
団
員
と
な
っ
た
尾
崎
あ
か
り
さ
ん

（
吾
川
・
寺
村
分
団
）
が
新
入
団
員
を
代
表
し
て
宣
誓
し
ま

し
た
。

そ
の
後
、
機
械
器
具
の
点
検
、
分
列
行
進
な
ど
を
行
い
、

今
年
一
年
の
無
火
災
を
祈
念
し
つ
つ
、
防
火
に
対
す
る
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

ま
た
町
長
か
ら
、
平
成
十
七
年
中
の
無
火
災
を
達
成
し
た

町
内
十
三
分
団
お
よ
び
、
日
ご
ろ
か
ら
熱
心
な
防
火
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
久
喜
自
主
消
防
に
対
し
、
報
奨
金
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

初
の
女
性
団
員
が
誕
生

出初め式�

高瀬農地保全事業所

平成１６年度から仁淀川町高瀬地区
（大渡ダム右岸）の地すべり対策事業
を実施している中国四国農政局の事業
所です。
高瀬地区では平成１１年８月の集中

豪雨により地すべり活動が始まり、現
在も斜面長８７０㍍、幅４５０㍍、最
大深さ８０㍍（土塊量２，２００万立
方メートル）の範囲で年平均３㌢の移
動が観測されています。
地すべりが発生した場合、高瀬地区

はもとより、大量の土塊が流出すると、
自然ダムが形成され農業、漁業、上水
等流域全体の保全や生活基盤など、あ
らゆる面において被害がもたらされる
と想定されています。
同事業所はこの被害を未然に防止す

ることを目的に、平成２７年度の完成
を目指し、対策工事を実施しています。

高
瀬
地
区

「
か
る
た
」
で
食
へ
の
関
心
を

中
国
四
国
農
政
局
「
食
育
か
る
た
」
を
寄
贈

中
国
四
国
農
政
局
高
知
統
計
・

情
報
セ
ン
タ
ー
と
高
知
農
政
事
務

所
が
、
食
へ
の
関
心
を
深
め
る
こ

と
に
役
立
て
ば
と
作
成
し
た
「
高

知
★
食
育
か
る
た
」
が
町
へ
寄
贈

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
一
月
三
十

一
日
、
役
場
を
訪
れ
た
中
国
四
国

農
政
局
高
瀬
農
地
保
全
事
業
所
長

か
ら
、
町
長
に
四
十
組
余
り
の

「
食
育
か
る
た
」
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

町
で
は
保
育
所
や
幼
稚
園
、
小

学
校
に
貸
し
出
し
て
食
育
に
役
立

て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

個
人
購
入
を
希
望
す
る
方
や
貸

し
出
し
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
高

知
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
知
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー

情
報
課
　
高
橋

@
０
８
８
・
８
７
５
・
７
２
４
０

高
瀬
農
地
保
全
事
業
所
長
か
ら

町
長
へ
か
る
た
の
贈
呈
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集落見聞録�
      （第6回）�
　 加　枝�

か　　　　え�

加
枝
（
旧
吾
川
村
）
は
、
役
場

本
庁
か
ら
車
で
約
十
分
。
四
十
世

帯
、
人
口
百
人
（
二
月
一
日
現
在
）

の
集
落
で
す
。

集
落
の
中
心
を
林
道
横
倉
長
者

線
が
通
り
、
東
は
越
知
町
に
通
じ

て
い
ま
す
。加

枝
集
落

「
加
枝
ニ
コ
ニ
コ
会
」
は
、
藤

原
勉
さ
ん
が
「
集
落
内
の
人
が
ま

と
ま
っ
て
で
き
る
こ
と
が
何
か
な

い
か
」
と
考
え
た
結
果
、
健
康
の

た
め
、親
睦
を
深
め
る
た
め
に
と
、

平
成
十
四
年
に
結
成
し
た
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
名
前
で
す
。
現

在
は
六
十
三
歳
か
ら
八
十
八
歳
ま

で
、
十
二
人
の
会
員
が
和
気
あ
い

あ
い
と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

練
習
は
ほ
ぼ
毎
日
午
後
に
行
っ

て
い
ま
す
が
、黄
色
の
旗
が
目
印
。

集
会
所
前
の
広
場
に
旗
が
上
が
る

と
「
練
習
開
始
」
の
合
図
で
、
あ

ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
人
が
集
ま
っ
て

き
ま
す
。

楽
し
く
元
気
に
…
加
枝
ニ
コ
ニ
コ
会

会
を
結
成
し
た
と
き
、
い
つ
ま

で
も
仲
良
く
楽
し
く
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
が
続
く
よ
う
に
と
「
加
枝
ニ
コ

ニ
コ
会
の
誓
い
」を
掲
げ
ま
し
た
。

こ
の
誓
い
の
と
お
り
、
練
習
に

参
加
し
て
い
る
方
は
「
楽
し
い
と

し
か
言
い
よ
う
が
な
い
ね
え
」

「
嫌
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
こ
こ
に

来
る
と
忘
れ
る
ね
え
」「
足
と
頭

の
運
動
に
な
る
」
な
ど
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

ニ
コ
ニ
コ
会
は
練
習
だ
け
で
な

く
、
町
内
外
の
試
合
に
も
出
場
し

て
い
て
、
優
勝
や
準
優
勝
な
ど
好

成
績
を
残
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

藤
原
さ
ん
に
今
後
の
目
標
は
、

１．私たちは明るく元気に健やかに、

お互いの親睦を図り楽しく競技する

ことを誓います

２．自分の失敗で己を責めることなく、

他人の失敗を責めない

３．失敗は次への成功の基である

４．いつもニコニコ笑顔で前進

５．人生晴れた日あり曇った日あり。

くよくよしないで頑張ろう

加枝ニコニコ会の誓い

１１月２０日の神祭には、各戸から
もち米を出し合ってもちをつきます。
これを７５０個に丸め、神社にお供え
した後、もちまきをします。

白山神社

み
ん
な
で
ア
ド
バ
イ
ス
し
合
い
な

が
ら
練
習
を
し
ま
す

練
習
に
集
ま
っ
た
皆
さ
ん

（
二
月
十
日
）

と
聞
く
と
「
い
つ
ま
で
も
み
ん
な

が
仲
良
く
、
信
頼
関
係
を
持
ち
続

け
る
こ
と
。
試
合
に
行
っ
た
ら
、

み
ん
な
が
の
び
の
び
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
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第
54
回
高
知
県
市
町
村
対
抗
駅
伝

競
走
大
会仁

淀
川
町
は
39
位

高
知
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走

大
会
が
一
月
二
十
八
日
、
二
十
九

市
町
村
四
十
七
チ
ー
ム
が
出
場
し

て
、
室
戸
市
か
ら
安
芸
市
ま
で
の

八
区
間
四
十
五
・
五
n
の
コ
ー
ス

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
都
道
府
県
対
抗
駅
伝
や
箱

根
駅
伝
出
場
選
手
も
参
加
す
る
同

大
会
で
、
仁
淀
川
町
の
選
手
は
懸

命
の
走
り
で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、

前
半
四
十
一
位
、後
半
三
十
五
位
、

総
合
三
十
九
位
の
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

出
場
選
手

一
区
（
六
・
四
n
）

岡
林
　
宏
恭（
岡
豊
高
二
年
／

大
崎
）

二
区
（
六
・
七
n
）

中
川
　
由
麻
（
佐
川
高
一
年
／

川
口
）

三
区
（
二
・
八
n
）

鎌
倉
　
和
正
（
吾
川
中
二
年
／

名
野
川
）

四
区
（
四
・
六
n
）

片
岡
　
晴
彦
（
仁
淀
川
町
役
場
／

寺
村
）

五
区
（
九
・
二
n
）

中
西
　
基
　
（
仁
淀
川
町
役
場
／

下
名
野
川
）

六
区
（
二
・
八
n
）

堀
田
　
和
寛
（
吾
川
中
三
年
／

竹
屋
敷
）

七
区
（
五
・
六
n
）

中
石
　
隆
夫
（
吾
川
中
職
員
／

川
口
）

八
区
（
七
・
四
n
）

菊
池
　
祥
彦
（
仁
淀
高
二
年
／

岩
丸
）

高
吾
北
社
会
体
育
連
盟
ス
カ
ッ
シ

ュ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

池
川
チ
ー
ム
　
壮
年
の
部
優
勝

二
月
五
日
、
越
知
町
総
合
運
動

場
体
育
館
で
行
わ
れ
た
同
大
会
壮

年
混
合
の
部
で
、
池
川
チ
ー
ム
が

見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

高
吾
北
管
内
四
町
村
か
ら
参
加

し
た
チ
ー
ム
が
、
壮
年
混
合
の
部

（
六
チ
ー
ム
）
と
青
年
混
合
の
部

（
十
三
チ
ー
ム
）
に
分
か
れ
リ
ー

グ
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
壮
年
混

合
の
部
は
、池
川
チ
ー
ム
が
圧
倒
的

な
強
さ
で
全
勝
優
勝
し
、長
者
チ
ー

ム
が
第
三
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

青
年
混
合
の
部
は
、
若
さ
あ
ふ

れ
る
白
熱
し
た
試
合
で
、
吾
川
体

育
会
Ａ
・
Ｂ
両
チ
ー
ム
が
第
三
位

と
大
健
闘
を
見
せ
ま
し
た
。

壮
年
混
合
の
部

優
　
勝
　
池
川

準
優
勝
　
す
み
れ
Ａ（
佐
川
町
）

第
三
位
　
長
者

青
年
混
合
の
部

優
　
勝
　
Ｋ
･
Ｖ
･
Ｃ
　
Ａ

（
日
高
村
）

準
優
勝
　
Ｋ
･
Ｖ
･
Ｃ
　
Ｂ

（
日
高
村
）

第
三
位
　
吾
川
体
育
会
Ａ

吾
川
体
育
会
Ｂ

仁
淀
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
主
催

の
大
会
結
果

第
一
回
新
春
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会

一
月
二
十
六
日
、
中
央
地
区
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
、
小
学
生
か
ら

大
人
ま
で
十
六
人
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

優
　
勝
　

堀
部
　
清
喜
・
堀
部
　
冨
恵

大
野
　
数
尾

準
優
勝

西
森
　
敦
子
・
鈴
木
由
美
子

掛
水
　
真
理

第
三
位

竹
本
　
勇
斗
・
中
田
　
英
明

大
野
　
　
駿
・
石
本
　
太
陽

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

堀
部
　
清
喜

第
一
回
新
春
交
流
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
大
会

二
月
一
日
、
仁
淀
中
学
校
体
育

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
競
技
は
ダ
ブ
ル
ス
で
行

い
、
一
般
の
硬
式
卓
球(

四
十
l)

よ
り
一
回
り
大
き
い
ラ
ー
ジ
ボ
ー

ル
（
四
十
四
l
）
を
使
用
し
、
初

心
者
で
も
ラ
リ
ー
が
続
く
と
い
う

こ
と
か
ら
人
気
が
あ
り
ま
す
。

小
学
生
や
親
子
で
の
ペ
ア
な

ど
、
十
四
組
が
参
加
し
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

優
　
勝
　

掛
水
　
政
明
・
西
森
　
弘
和

準
優
勝

掛
水
　
真
理
・
掛
水
　
大
志

第
三
位

鈴
木
　
　
渚
・
西
森
　
正
一

第
四
位
　

鈴
木
　
香
澄
・
西
森
　
里
子

○
大
会
の
お
知
ら
せ（
仁
淀
地
区
）

仁
淀
体
育
会
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会

日
　
時
　
三
月
八
日
（
水
）

午
前
九
時
か
ら

場
　
所
　
中
央
地
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場

※
申
込
締
め
切
り
は
大
会
四
日
前

ま
で
。
町
内
外
、
年
齢
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
先
　

仁
淀
教
育
事
務
所

@
３
２
・
１
０
４
１

I
３
２
・
２
８
１
１

参加選手の皆さん

卓球を楽しんだ皆さん

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
と
お
知
ら
せ

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
と
お
知
ら
せ�
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
と
お
知
ら
せ�
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一
月
二
十
一
・
二
十
二
日
、
愛

媛
県
で
開
催
さ
れ
た
平
成
十
七
年

度
第
三
十
七
回
四
国
地
区

体
育
指
導
委
員
研

修
会
に
お
い

て
、
上
尾
勝

日
己
さ
ん
が

「
四
国
地
区
体

育
指
導
委
員
協

議
会
会
長
表
彰
」
を
受

け
ま
し
た
。

上
尾
さ
ん
は
、
平
成
二
年
に
体

全日本中学生ソフトボール大会
高知県代表には２人

３月２６日（日）から２９日（水）まで、静岡
県富士宮市で行われる第２回都道府県対抗全日本
中学生ソフトボール大会（主催・財団法人日本ソ
フトボール協会）に出場する高知県代表チームに、
吾川中学校から片岡涼君（２年）と谷内歩美さん
（２年）が選ばれました。
代表チームは、県下の中学校から推薦された選

手のうち、高知県ソフトボール協会が選抜した男
女各１７人で構成されています。片岡君はピッチ
ャーとして、谷内さんは外野手として参加します。

ソフトボール日本代表チームに
町出身者４人

２００６年度のソフトボール男子日本代表チー
ムに、町内出身の４人が選ばれています。
トヨタ自動車の西森雄内野手、高知パシフィッ

クウエーブの山尾竜則投手（以上池川中出）・小
野洋平捕手・片岡一人外野手（以上吾川中出）で、
日ごろの所属チームでの活躍が認められ、代表チ
ーム入りしました。
１月３０日から２月１０日まではニュージーラ

ンドでの強化合宿に参加し、「ブラザー・パトリ
ック大会」などに出場し、現地チームと試合を行
いました。
今後は５月に仙台市で行われる「パシフィッ

ク・インターナショナル・メンズ・シリーズ」を
目標に練習を重ねていきます。
４選手のご活躍を期待しています。

片岡　涼君 谷内　歩美さん

日
本
代
表
チ
ー
ム（
左
半
分
）と
二

十
三
歳
以
下
の
日
本
代
表
チ
ー
ム

が
共
に
合
宿（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）

上
尾
勝
日
己
さ
ん
（
上
土
居
第
一
）

育
指
導
委
員
に
就
任
、
ま
た
平
成

十
年
か
ら
は
指
導
委
員
長
と
し

て
、
多
年
に
わ
た
り
中
山
間
地

域
で
の
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
、
社
会
体

育
活
動
の
振
興
・
普

及
に
努
め
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

今
後
、
ま
す
ま
す
ご

活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
期
待
い

た
し
ま
す
。

四
国
地
区
体
育
指
導
委
員
協
議
会
会
長
表
彰

◇広報発行
神原　太一様（東大阪市） 木村　　登様（高知市）
三宮　住子様（土佐市） 藤原　護親様（高知市）
古川　早子様（豊川市） 山本　美里様（箕面市）
若藤　則夫様（高知市）
からご寄付をいただきました。
ご芳志をありがたくお受けし、広報発行に役立た
せていただきます。
ありがとうございました。

仁淀川町役場

◇社会福祉協議会
中川　歌子様（用居） 株式会社大一林組様（田村）
からご寄付をいただきました。
ご芳志をありがたくお受けし、社会福祉事業に役
立たせていただきます。
ありがとうございました。

仁淀川町社会福祉協議会

ご寄付のお礼 あ
が
り

お
　
か
つ

ひ
　

こ



職員数
Ａ

５９人
６２　
５７

一人当たり給与費
Ｂ／Ａ
5,995
5,652
5,602

旧町村名

池　川
吾　川
仁　淀

部　　門

一 般 行 政 部 門
特 別 行 政 部 門
公営企業等会計部門
合　　　　　計
一 般 行 政 部 門
特 別 行 政 部 門
公営企業等会計部門
合　　　　　計
一 般 行 政 部 門
特 別 行 政 部 門
公営企業等会計部門
合　　　　　計

平成17年
４５
１１
４
６０
５４
５

１９
７８
５２
６
２

６０

平成16年
４６
１１
４
６１
５６
５

２０
８１
５３
６
２

６１

対前年
増減数
▲１
０
０

▲１
▲２
０

▲１
▲３
▲１
０
０

▲１
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の状況について公表しま～仁淀川町の人事行政の運営等　の状況について公表します～�の状況について公表しま～仁淀川町の人事行政の運営等　の状況について公表します～�の状況について公表します～�
人事行政の運営等の状況とは、
・職員の任免・職員数に関する状況
・職員の給与の状況
・職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
などのことをいいます。

毎
年
、
前
年
度
に
お
け
る
人
事
行
政
の
運
営
の

状
況
を
公
表
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年

度
の
公
表
は
合
併
前
の
旧
三
町
村
の
平
成
十
六
年

度
の
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１　職員数の状況　　　　　　　　　　　　（各年４月１日現在）

旧町村名

池　川

吾　川

仁　淀

職　　員　　数

（注）１ 職員数は、一般職に属する職員で、教育長を含んでいます。
２ 「特別行政部門」とは、教育関係、「公営企業等会計部門」とは、診療所、水道、介護等の関係のことです。

２　給与の状況
(1)人件費の状況（普通会計決算）

旧町村名

池　川

吾　川
仁　淀

区　分

16年度

住民基本台帳人口
（16年度末）

人
2,289
3,066
2,510

歳出額
Ａ
千円

2,415,798
2,916,421
2,604,466

実質収支

千円
35,039
58,603
89,913

人件費
Ｂ
千円

487,342
533,486
497,965

人件費率
Ｂ／Ａ
％

20.2
18.3
19.1

（参考）
15年度の人件費率

％
15.9
17.5
16.2

(2)職員給与費の状況（普通会計予算） （単位：千円）

区　分

17年度

給　料
205,532
231,766
214,858

職員手当
65,466
16,594
21,947

期末･勤勉手当
82,749
102,083
82,545

計　Ｂ
353,747
350,443
319,350

給　　　　　与　　　　　費



４０時間
午前８時３０分
午後５時１５分
土曜日、日曜日

平均給与月額
３１８，７６１円
３２０，８３１
３４３，０２３
３８２，０９２

備　　考

配偶者、父母７日、子５日　等
７～９月の期間

手　当　名

扶養手当

住居手当

通勤手当

仁　淀
１１，２０５千円

３，８６４

３，７７１

吾　川
５，２９４千円

５８２

２，７８６

事　　由
１年ごとに付与する休暇
負傷又は疾病のため療養する必要がある場合
選挙権その他公民としての権利を行使する場合
証人、鑑定人、参考人として国会、裁判所、議会その他
官公署へ出頭する場合
結婚する場合で、結婚式、旅行等の行事参加
６週間以内に出産する予定である女子職員
女子職員が出産した場合
親族が死亡した場合で、葬儀、服喪その他の行事等
夏季における盆等の諸行事など
災害により出勤することが困難な場合
配偶者、父母、子、配偶者の父母などで、負傷、疾病又は老齢
により日常生活を営むのに支障があるものを介護する場合

休暇の種類
年次有給休暇
病 気 休 暇
特 別 休 暇
（主なもの）

介 護 休 暇

期　　間
年２０日
私傷病の場合引き続き９０日以内
必要と認める期間
必要と認める期間

連続する５日の範囲
申し出た期間
出産の日の翌日から８週間を経過するまでの期間
親族に応じて別に定める日数の範囲内
連続する３日の範囲内
必要と認める期間
連続する６月の期間内

１週間の正規の勤務時間
開　始　時　刻
終　了　時　刻
週　　休　　日

国の制度と
異なる内容

－

－

－

支給実績（16年度決算）

池　川
５，６４０千円

１，６７６

８２７

区　分
池　川
吾　川
仁　淀
国
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～仁淀川町の人事行政の運営等　～仁淀川町の人事行政の運営等　の状況について公表します～�～仁淀川町の人事行政の運営等　～仁淀川町の人事行政の運営等　の状況について公表します～�～仁淀川町の人事行政の運営等　
平均年齢
３９．２歳
３９．８
４１．８
４０．３

平均給料月額
２９３，８４２円
３０６，０６０
３１７，２１０
３２９，７２８

(4)主な手当の状況 （17年４月１日現在）

内　　容

扶養親族のある職員に支給
住宅を借り受け、家賃を支払っ
ている職員等に支給
片道２㎞以上で、車等により通
勤している職員等に支給

国の制度
との異同

同

同

同

３　勤務時間その他勤務条件
(1)勤務時間
一般的な職員の勤務時間は、次のとおりです。

(2)休暇の種類
休暇には、年次有給休暇、病気休暇、特別休暇、介護休暇等があります。

詳細は、仁淀川町のホームページに掲載していますので、ご覧ください。
仁淀川町ホームページ　　http://www.town.niyodogawa.kochi.jp/

(3)職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（17年４月１日現在）

・一般行政職


